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町制施行40周年記念

町民大運動会 所。

⑮@⑨⑧(10月1日現在)

人口 男 女 世帯数

10.877人 5.156人 5.721人 3.582戸
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町制施行40周年記念町民大運動会

町要

尽40x周
ーー年

. 
' 

• 

司自P.. 

十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
第
三
十

三
田
町
民
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
町
制
施
行
四
十
周
年

の
記
念
の
年
で
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
晴
天
の

も
と
終
日
、
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し

た。

ムシャツが脱げちゃうよ一。
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町制施行40周年記念町民大運動会
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d アトラクション
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タヌキさん
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フ
ム
ネ
の
飲
み
方
を

指
導
す
る
校
長
先
生

hv
綱
引
き
優
勝
の
土
谷
公
民
館
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九
月
定
例
町
議
会
報
告

補
正
総
額
二
億
二
千
六
百
四
十
四
万
円
炉

ー
三
軒
屋
音
回
線
工
事
請
負
費
な
ど

1

9

平
成
八
年
度
の
九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
二
十
七
日
開
会
し
、
補
正
予
算
な
ど
二
十
一
議

案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
平
成
七
年
度
一
般
会
計
及
。
ひ
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決

又
は
承
認
さ
れ
、
九
月
三
十
日
閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
と
特
別

会
計
補
正
予
算
を
合
わ
せ
て
総

額
二
二
六
、
四
四

O
千
円
の
補

正
総
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

補
正
総
額二

ハ
二
、
二
四
八
千
円

周
向
ふ

l
下
主
自
、

胃
司
王
ロ
士
山
巾
山
久
ロ

四
、
八
六

一
、
三
四
八
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

O
町
制
四
十
周
年
記
念
事
業
費

五
、
四

O
九
千
円

. 
-

O
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

八
、
四

O
O千
円

。
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出

金

二

、

五

O
O千
円

。
三
軒
屋
音
回
線
工
事
請
負
費

二
八
、
六

O
O千
円

。
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
費

二

一
、
0
0
0千
円

。
西
古
市
河
川
環
境
整
備
事
業

費

一
三
、
0
0
0千
円

。
震
度
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム

一
二

九
千
円

。
災
害
応
急
対
策
工
事
費

二
、
二
O
O千
円

。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工

事
請
負
費
(
惣
田
谷
線
他
三

線

)

二

二

、

五

九

四

千

円

• 

O
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事
請
負
費
(
横
根
水
路
他

五
件
)

二
四、

0
0
0千
円

。
林
業
施
設
災
害
復
旧
工
事
請

負
費
(
梅
ケ
谷
永
子
線
)

三
、
五
一
七
千
円

園
国
民
健
康
保
険

圃
特
別
会
計

補
正
総
額

四
四
、
四
二
五
千
円

累
計
総
額七

八
七
、
四
三
二
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

O
老
人
保
健
医
療
費
負
担
金

三
五
、
四
六
七
千
円

O
国
庫
支
出
金
等
精
算
返
還
金

四
、
六
二
二
千
円

。
支
払
基
金
精
算
返
還
金

四
、
二
九

O
千
円

-
老
人
保
健
特
別
会
計

一
般
会
計
繰
入
金
過
年
度
超

過
分
繰
出
金
で
補
正
総
額
は
、

八
、
八
六
七
千
円

累
計
総
額

一
、二

一
二
、
五
五

一
千
円

-
簡
易
水
道
特
別
会
計

宝
泉
配
水
池
進
入
道
路
工
事

請
負
費
な
ど
で
補
正
総
額
は
、

八
、
四

O
O千
円

累
計
総
額二

三
五
、
一
九
四
千
円

-
公
共
下
水
道
特
別
会
計

下
水
道
整
備
に
伴
う
設
計
委

託
料
な
ど
で
補
正
総
額
は
、

一一、五

O
O千
円

累
計
総
額一一一

一
一
、
一
一
四
千
円

般
議
案

O
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て

公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
用

地
の
取
得
に
つ
い
て
緊
急
執
行

を
要
し
た
た
め
専
決
処
分
し
た

の
で
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を

求
め
た
も
の

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
に
、
滑
川
の
和
田
正
計

さ
ん
の
再
任
と
、
大
西
良
温
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
し
い

教
育
委
員
に
橋
本
矩
之
さ
ん
を

任
命
す
る
た
め
の
同
意
を
求
め

た
も
の

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
市

場
の
田
部
贋
明
さ
ん
を
再
任
す

る
た
め
の
同
意
を
求
め
た
も
の

O
川
内
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

制
度
要
領
が
改
正
さ
れ
、
貸
付

限
度
額
の
引
き
上
げ
が
な
さ
れ

た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

O
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

町
道

一
ケハ人
口
土
谷
線
道
路
改

A 

.. 
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良
工
事
の
道
路
用
地
に
供
す
る

た
め
、
土
地
を
取
得
し
た
い
の

で
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

O
愛
媛
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
こ

れ
に
伴
う
愛
媛
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

に
今
治
市
・
玉
川
町
及
び
朝
倉

村
共
有
山
組
合
を
加
入
さ
せ
、

愛
媛
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の

O
平
成
七
年
度
川
内
町
一
般
会

計
忍
び
国
民
健
康
保
険
、
老

人
保
健
、
簡
易
水
道
、
公
共

下
水
道
の
各
特
別
会
計
決
算

の
認
{
疋
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会
ヘ
付

託
し
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。議

員
発
議

O
道
路
関
係
予
算
の
確
保
友
び

道
路
特
定
財
源
堅
持
等
に
関

す
る
意
見
書

国
の
道
路
整
備
予
算
の
大
幅

な
拡
大
確
保
と
道
路
持
定
財
源

4・の
堅
持
に
よ
り
地
方
の
道
路
整

備
財
源
の
充
実
強
化
を
図
ら
れ

る
よ
う
要
望
し
た
意
見
書
を
内

閣
総
理
大
臣
他
関
係
各
大
臣
あ

て
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
川
内
町
一
般
会

計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
簡
易
水
道
、
公
共
下
水

道
の
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定

に
係
る
審
査
を
行
う
た
め
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

も
の、aa

Z珪

任

O
決
算
審
査
特
別
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
が
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

-

細

川

武

雄

議

員

・

池

川

{

寸

良

議

員

・

松

本

量

議

員

・

田

井

能

男

議

員

・

三

棟

博

議

員

・

佐

伯

夫

議

員

・

菅

野

房

議

員

・

大

西

勉

議

員

隆 文義国

大川内町制施行40周年記念事業大
今年は、川内町制施行40周年の記念の年です。すでに終了した事業もありますが、

これからの記念事業についてご案内します。

O記念式典
11月1日(金) 会場:中央公民館

O諮緩二人会

O文化祭
11月8日-10日 会場:中央公民館ほか

O記念パネル展
11月 会場:中央公民館口ビ-

40年の記録パネル展を実施
林家木久蔵

き:平成9年2月13日(木)
ところ:中央公民館大ホール

林家こん平

と
O記念植樹

時期未定

町内各所に桜などの記念植樹

※時間、チケットの入手方法など

詳細については、後日、お知ら

せします。

O記念品配布
時期未定

イメージキャラクターを使用した記念品を全戸配布

i問い合わせ/川内町役場総務課 ! 
ft966-2222有線2111

O記念町勢要覧発行
11月発刊
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ふ
る
さ
と

推
進
事
業

国国ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
の
川
内
町
を

築
く
た
め
の
住
民
活
動
や
住
民
の
学
習
活
動
を
支
援
し
、
町
の

将
来
を
担
う
人
づ
く
り
や
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
平
成
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
事
業
実
施
を
希
望
す
る
団
体
・
個
人
を
広
く

町
内
か
ら
募
集
し
ま
す
。

口
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

団
体
、
個
人
を
問
わ
ず
、
採

択
基
準
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す。口
補
助
限
度
額

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま

す。口
申
込
期
限

平
成
八
年
十

一
月
三
十
日

口
問
い
合
わ
せ
先
及
び
提
出
先

役
場
企
画
調
整
課

8
9
6

6
・
2
2
2
2
(
内
線
2
8
)

口
採
択
基
準

ふ
る
さ
と
や
つ
く
り
推
進
事
業

と
し
て
は
、
そ
の
事
業
が
、
地

域
に
根
づ
い
た
活
力
や
資
源
を

. . 

活
用
し
て
、
自
主
的
な
学
習
や

活
動
を
通
じ
て
の
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
潤
い
と
活
力
の
あ

る
川
内
町
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
に
寄

与
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

川
内
町
が

二
十
一
世
紀
に
向

け
て
発
展
す
る
た
め
に
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
の

学
習
活
動
、
研
修
会
、
現
地
研

修
等

②
産
業
育
成
振
興
事
業

生
産
活
動
の
向
上
、
経
営
の

安
定
化
、
就
業
の
促
進
等
が
図

れ
る
次
の
よ
う
な
事
業

す
特
産
品
の
試
作
、
開
発
等
の

• 

調
査
研
究

大
新
規
品
種
の
導
入
、
新
技
術

経
営
導
入
な
ど

大
経
営
技
術
向
上
の
た
め
の
調

査
研
究
、
研
修
な
ど

大
産
業
振
興
及
び
産
業
活
性
化

を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
開
催
事
業

大
そ
の
他
、
町
長
が
特
に
必
要

と
認
め
る
産
業
振
興
事
業

③
郷
土
文
化
保
存
伝
承
事
業

ふ
る
さ
と
の
文
化
や
伝
統
行

事
な
ど
を
保
存
、
伝
承
及
、
び
、

ま
ち
占
つ
く
り
に
寄
与
す
る
と
認

め
ら
れ
る
行
事
な
ど
の
開
催
等

④
自
ら
行
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業

地
域
、
団
体
な
ど
(
概
ね
十

名
以
上
の
恒
常
的
な
組
織
等
)

の
創
意
と
工
夫
に
基
づ
く
自
主

的
な
諸
活
動
に
よ
る
快
適
な
生

活
環
境
の
実
現
と
、
活
力
あ
る

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
等

⑤
ふ
る
さ
と
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
事
業

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン

ト
又
は
、
行
事
と
し
て
地
域
の

活
性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
寄
与
す
る
よ
う
な
行
事

⑥
地
域
間
交
流
事
業

新
し
い
時
代
の
潮
流
で
あ
る

国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、

そ
し
て
都
市
化
の
進
行
に
対
し

た
ふ
る
さ
と

c

つ
く
り
に
寄
与
す

る
地
域
聞
の
交
流
、
そ
し
て
、

姉
妹
町
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
深

め
姉
妹
町
相
互
の
発
展
と
友
好

に
寄
与
す
る
交
流

-
戦
傷
病
者
等
の
妻
の
方
に

-
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

。
特
別
給
付
金
国
債
の
最
終

償
還
を
終
え
た
戦
傷
病
者

等
の
妻
の
方
に
、
改
め
て

特
別
給
付
金
が
国
債
に
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
平
成
八

年
五
月
ま
で
に
受
給
し
た

が
、
夫
で
あ
る
戦
傷
病
者

が
平
成
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
死
亡
し
て
い
る

場
合
、
そ
の
妻
の
方
に
特

別
給
付
金
が
国
債
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

O
戦
傷
病
者
が
公
務
傷
病
等

に
よ
り
死
亡
し
た
た
め
、

そ
の
妻
が
公
務
扶
助
料
等

を
受
け
て
い
る
場
合

p・

交
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金

O
夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
が
公

務
傷
病
以
外
で
死
亡
(
平

病
死
)
し
た
場
合

交
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
(
特
例

給
付
金
)

。
請
求
手
続
き
や
金
額
等
詳

細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

役
場
福
祉
課
福
祉
係

(
8

9
6
6
・
2
2
2
2
、
内
線

3
5
、
有
線
2
1
3
3
)

ま
た
は
、
愛
媛
県
県
民
福

祉
部
高
齢
者
福
祉
課
援
護

思
給
係
(
合

9
4
1
・
2
1

1
1
、
内
線
2
5
3
6
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

. 
， 

~ 



平成9年度
ρC  

|園児II募
いよいよ平成9年 度から幼稚園の3年保育がスター卜します。

また、保育園の園児おあずかり年齢の下限が従来の1歳半から 1歳になりました。

詳しい募集要項は、下記のとおりです。期日 までに手続きをすませてくださしミ。
て〉

(JlI上・東谷・西谷幼稚園
口入国該当児

川内町に在住の方で

平成 5年4月2日~平成 6年4月 1日生まれの 3歳児

平成 4年4月2日~平成 5年4月 1日生まれの 4歳児

平成 3年 4月2日~平成 4年 4月1日生まれの 5歳児

口募集期間

平成 8 年11 月 1 日後)~11 月 12 日 伏)
口申込方法

入園願書その他関係書類を該当児のご家庭にお届けい

たします。入国を希望される方は、 11 月 1 日幽~11 月
12日(火)の間に各幼稚園に申し込んでください。

(ただし、日曜日、祝日、第 2土曜日を除く)

なわ、入園通知・保育時間など詳細につきましでは、

各幼稚園からそれぞれに連絡いたします。

口問い合わせ先

川内保育園〉
口入園資格

町内に住んでいる就学前の幼児で、母親が職業を持っ

ていたり、妊娠中であるか出産後間もない場合疾病等

の状態にある同居の親族を常時介護しているなどのた

め家庭において保育に欠けると認められる場合等。

( 1歳以上)

口申込方法

12月1日から来年 1月17日までの聞に役場福祉課ヘ申

し込んでくださし迎。(入所申請書等申し込みに必要な

書類は、福祉課で受け取ってください。)

口入園通知

面接などの後、入国通知をします。

口保育時間

午前 8日寺から午後 4時まで(土曜日は正午まで)

ただし、町長が特に必要があると認めたときは、午前

7時30分から午後 6時まで(土曜日は午後 l時まで)

口問い合わせ先

大役場福祉課 ft 966-2222 (布2133
*保育 園 ft966-2288 陶3352

各幼稚園にわ願いいたします。

大川上幼稚園 ft966-3755 備5253
大東谷幼稚園 ft966-3708 (布2532
大西谷幼稚園 ft966-2088 冊3107

句彦
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運動会

スヶ、γチ 刀;

くすの木の大樹の

もとでの運動会

.J 11内中学校

O 
O 

A 

力~要。

富 ν添ート

かわいい踊り子の

登場に力メラの放

列ができました。



木次町婦人ソフトボール
交流試合砂

9月28日、木次町より婦人ソフト

ボールチームが来町し、川内町の婦人

ソフトボールチームと交流試合を行い

ました。

歓迎式典の後、さっそく試合開始。

4交通茶屋

9月24日、バイパス(竹ノ鼻)で交通

茶屋が聞かれました。

交通安全母の会、交通安全協会川上

支部・三内支部会員、交通安全指導員、

町職員、松山南警察署員など関係者が

道ゆく車にパンフレッ卜などを配布し、

交通安全を呼びかけました。

木次チェリース、と川内スカッシュの試合は

白熱した好ゲームでした。 3点リードの木次

チェリーズに立すし、 6回、川内スカッシュが

いっきょに 6点入れ、 7回を守りきり、 6対

3で川内スカッシュが勝利しました。

第16回川内町獅子舞競演会砂

10月12日、今にも降りそうな雲行きでしたが、

中央公民館前広場で獅子舞競演会が行われました。

町内 8保存会と、今年は、丹原町の磐根神社の

獅子舞カず参加しての競演会となりました。町内の

獅子舞とは、一昧も二昧も遣う、丹原磐根神社の

獅子舞には訪れた観客のみならず、町内獅子舞保

存会関係者も見入っていました。



みんなの広場に登場していただく
方を募集しています。
「こだわり人生Jiまちの話題Jiわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報

係までご報ください。
包 966-2222有線21ll

-
t 

• 

(川内マンション)

公団井能範定さん(34歳)

十
月
十
二
日
か
ら
は
じ
ま
る

H

ひ
ろ
し
ま
国
体
秋
一

季
大
会
H

の
銃
剣
道
に
田
井
能
範
定
さ
ん
が
愛
媛
県
一

代

表

と

し

て

出

場

し

ま

す

。

一

回
井
能
さ
ん
は
中
学
二
年
か
ら
柔
道
を
始
め
、
高
一

校
で
は
柔
道
で
全
国
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
一

経
歴
を
も
っ
強
者
で
す
。
高
校
卒
業
後
は
自
衛
隊
に
一

入
隊
し
、
そ
こ
で
銃
剣
道
と
出
合
い
ま
し
た
。
自
衛
一

隊
除
隊
後
は
、
会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
銃
剣
道
を
続
一

け
ら
れ
、

一二
月
の
銃
剣
道
中
四
国
大
会
で
は

一
般
の
一

部

で

優

勝

さ

れ

ま

し

た

。

一

今
回
の
ひ
ろ
し
ま
国
体
で
は
愛
媛
チ
ー
ム
(
三
名
)
一

の
先
鋒
を
務
め
ま
す
。

三
名
の
チ

l
ム
編
成
ゆ
え
に
一

先
鋒
の
勝
敗
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
落
ち
着
い
た
物
一

腰
で
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
田
井
能
さ
ん
に
は
、
一

ま
っ
た
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

わ
が
町
の
庄
一
つ
滅
り
秋
の
暮

灯
火
親
し
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一
・
零
な
る

酢
の
香
り
満
て
る
厨
や
在
祭

風
一
炉
名
品
川
h
7
師
は
美
し
う
老
い
伶
ひ

山
里
は
騎
り
の
早
し
義
麦
の
花

稔
を
や
河
川
敷
と
も
破
と
も

炊
き
出
し
の
当
各
求
た
り
秋
祭

か
な
か
な
や
柄
杓
て
賞
ふ
清
め
水

夢
さ
め
て
夢
に
反
れ
ず
夜
の
巨
択
さ

廃
坑
の
石
油
叶
囲
め
る
萩
の
花

苔
む
せ
る
練
え
の
壁
や
秋
の
埠

ム
玄
の
閤
を
崎
町
取
り
虫
時
雨

ト
ロ
ソ
コ
に
乗
り
て
明
治
へ
秋
の
谷

引
き
止
め
る
や
ら
ず
の
雨
や
秋
の
ゑ

坑
内
は
安
堵
の
暗
さ
ロ
争
一
の
虫

背
ナ
に
聞
く
あ
さ
つ
の
羽
音
あ
り
に
け
り

， 

表川吟社
9月例会鯛奇選

波
告F

栄
樹

戎
官t

多
喜

渡
部
て
る
み

大
石

美
秒、

菅
野

一一A

事主
ロ

回
合
1

宇
和
川
春
鳥

大
下

並

子

管
Jf 

美
代

佐
伯

芳
女

rム、

る
d奇

越
E各

を百
戸 島争

当t

世

j孝

花
山

カロ

寿

宇
和
川
悠
起

ie， 

刻周
毛ト



金、9
a
w
b・

"
の
題

&ち・・
l

w
ま
語

滑
川
ふ
れ
あ
い

ミ
ニ
運
動
会 'f 

-ト
月
十
三
日
の
地
方
祭
の
日
に

滑
川
地
区
で
は
運
動
会
が
行
わ
れ

キ
4
0
7
u
h
~

。

滑
川
公
民
館
主
催
、
滑
川
ふ
る

さ
と
塾
協
賛
の
こ
の
運
動
会
に
は

里
帰
り
し
た
人
も
含
め
、
約
百
人

が
参
加
。
種
目
も
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
も
で
き
る
競
技
(
ピ
ン
た

お
し
、
輪
投
げ
、
紙
ヒ
コ

l
キ
飛

ば
し
な
ど
)
で
楽
し
み
ま
し
た
。

ル
ー
ル
も
そ
の
場
、
そ
の
場
で

変
え
ら
れ
、
大
人
や
子
ど
も
も
大

は
し
ゃ
ぎ
で
す
。

昼
食
で
は
炊
出
し
ゃ
大
鍋
で
つ

く
っ
た
い
も
た
き
が

参
加
者
に
ふ
る
ま
わ

れ
、
み
ん
な
で
楽
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
化

・
過
疎
化

が
進
む
滑
川
地
区
で

祭
り
の
行
事
か
ら
運

動
会
に
変
わ
っ
て
今

年
で
四
回
目
。
こ
の

楽
し
さ
を
競
い
合
う

運
動
会
を
見
て
、
地

域
社
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
と
同
時
に
、
う

ら
や
ま
し
く
思
わ
れ

ま
し
た
。

わ
げ
家
の

愛
ド
ル

(保免) あ か り

高須賀茜里ちゃん
(10月12日生)

1人で立てると、うれしそうに
兄弟仲良く元気で大きくなってネ。

笑っているね。やさしい女の子

になってね。 (父、母 より父、母より〕
ω百品~含品守也~品古品官忍守~品~守品含&苛品含品T芯守也守晶含品T之守品守也守也乍￡骨品令品令屯帝b珍品守也帝￡守品合品合必守芯守之守也守之~九3

たくみ つかさ

巧くん・司くん
(10月27日生)

字

夜
行
パ
ス
朝
来
京
の
土
を
踏
む

臆
病
で
石
橋
叩
き
渡
れ
な
い

陽
が
昇
る
か
ら
求
か
な
池
浬
音
占
拠

夢
の
橋
も
う
商
魂
の
火
花
散
る

求
窓
会
問
に
し
て
朝
を
入
れ

浴
衣
が
け
橋
の
上
か
ら
見
る
花
火

来
か
ら
金
の
粉
ふ
る
朝
六
時

求
北
弁
わ
か
っ
た
振
り
て
打
ち
と
け
る

お
上
り
さ
ん
記
念
写
真
は
二
重
橋

目
の
前
に
有
っ
て
思
案
の
歩
道
橋

土
器
破
片
縄
文
文
化
語
り
出
す

文
化
祭
句
会
ご
案
内

・
十

一
月
+
自
由
午
後

一時
よ
り

・
川
内
町
福
祉
館
和
室
に
て

一

題

一

①

成

功

②

変

③

模

様

ー
ー
ー
④
中
〈
各
題
五
句
〉

川柳もづく吟社
9月例会喜撰亭選

篠
森
美
登
里

回
申
!

平
岡

山
本
ひ
ろ
志

都
築
登
貴
子

田
野
岡
田
州

山

本
佐
々
木
胡
舟

渡
部
佐
久
良

I奇

肉
高
瀬
喜
撰
亭

昼
間
で
す
の
で
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

若
草ら

深
舟

紫
ヲす

紫



⑧⑮⑧⑧ 

「
川
内
町
間
和
教
育
研
究
大
会
」
よ
り

児
童
人
権
作
文
②

西

品斗A

白菜

年

東←-， 

戸

美

さ

わ

議E

や

か

わ
た
し
の
学
級
は
、
み
ん
な

で
十
二
人
で
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

な
き
虫
さ
ん
も
多
い
で
す
。
け

ん
か
も
し
ま
す
。
で
も
、
学
校

中
で

一
番
な
か
の
よ
い
学
級
で

す
。
そ
し
て
、
ゆ
か
い
な
人
が

多
い
学
級
で
す
。
だ
か
ら
、
そ

の
人
た
ち
を
し
よ
う
か
い
し
ま

す。

~ 

、』

~ 

ー

一
番
目
に
わ
た
し
で
す
。
わ

た
し
が
一
番
に
ぎ
や
か
で
、
お

し
ゃ
べ
り
で
す
。
言
い
だ
し
た

ら
、
と
ま
り
ま
せ
ん
。
時
々
、

先
生
も
言
い
ま
か
さ
れ
て
、
固

ま
っ
た
顔
を
し
て
い
ま
す
。
お

ま
け
に
、
み
ん
な
も
さ
わ
ぜ
出

し
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
少
し
反

省
は
し
ま
す
。

次
に

A
君
で
す
。

A
君
は
漢

字
名
人
で
す
。
二
一年
生
で
習
う

漢
字
な
ら
、
何
で
も
知
っ
て
い

ま
す
。
で
も
、

一
番
の
特
ち
ょ

う
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
「
ど

う
し
て
斗
「
な
ぜ
己
を
次
々
と

大
き
な
声
で
質
問
し
て
く
る
こ

と
で
す
。
み
ん
な
返
事
に
固

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
一
生

け
ん
め
い
返
事
を
し
て
い
ま
す
。

な
い
た
り
、
お
こ
っ
た
り
す
る

と
、
わ
た
し
た
ち
女
の
子
た
ち

が

A
君
を
な
だ
め
た
り
、
な
ぐ

さ
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
食
の
じ
ゅ
ん
び
で
白
衣
を
着

せ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
先
生
は

「
A
君
が
う
ら
や
ま
し
い
よ
。

ぼ
く
も
や
っ
て
ほ
し
い
よ
。
」

と
い
っ
て
、
笑
っ
て
い
ま
す
。

A
君
は
、
か
わ
い
く
て
、
わ

た
し
た
ち
の
ア
イ
ド
ル
の
よ
う

な
人
で
す
。

三
番
目
に
、
今
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

中
の

B
君
の
し
よ
う
か
い
で
す
。

い
つ
も
、
ど
っ
し
り
と
し
て
い

て
、
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
す

O

B
君
は
、
だ
れ
か
が
か
ら
か
っ

て
も
、
あ
ま
り
お
こ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
言
っ
た
人
が
、

は
ず
か
し
く
な
る
く
ら
い
で
す
。

そ
し
て
、
大
へ
ん
や
さ
し
く
、

ま
じ
め
で
す
。
山
一
子
級
委
員
に
え

ら
ば
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
よ

わ
い
と
こ
ろ
が
二
つ
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
食
べ
物
と
わ
母

さ
ん
に
よ
わ
い
こ
と
で
す
。
今

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
な
の
に
給
食
を
、

わ
た
し
の
三
倍
は
、
か
る
く
た

い
ら
げ
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
知

れ
た
ら
、
「
ぶ
っ
と
ば
さ
れ
る
ヰ

と
、
大
き
な
体
を
小
さ
く
し
て

言
っ
て
い
ま
し
た
。

四
番
目
は

A
君
以
外
の
男
の

子
四
人
を
ま
と
め
で
し
ょ
う
か

い
し
ま
す
。
少
し
、
気
が
弱
い

人
が
多
い
で
す
。
放
か
後
よ
く

遊
ん
で
あ
げ
ま
す
。
命
令
を
出

す
の
は
、
わ
た
し
た
ち
女
子
で

す
。
ま
た
、
け
ん
か
を
し
て
言

い
合
い
に
な
っ
て
も
、
わ
た
し

，.. 

‘ 

た
ち
女
子
が
勝
ち
ま
す
。
で
も
、

い
た
ず
ら
を
し
て
、
時
々
、
先

生
に
し
か
ら
れ
る
元
気
な
男
の

子
た
ち
で
す
。

五
番
目
に
し
よ
う
か
い
す
る

の
は
、
女
子
で
す
。
わ
た
し
た

ち
女
子
は
、
学
校
の
べ
ん
き
ょ

う
が
終
わ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
は

か
え
り
ま
せ
ん
。
校
庭
で

一
輪

車
に
乗
っ

た
り
、
お
に
ご
っ
こ

を
し
た
り
し
、
ま
た
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
し
て
、
お
そ
く

ま
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
時
々
、

先
生
に
「
早
く
か
え
ら
ん
か
あ
己

と
、
ど
な
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
朝
、
次

の
よ
う
な
歌
を
元
気
よ
く
歌
っ

て
い
ま
す
。
「
さ
わ
や
か
組
」

ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
ゆ
か
い

な
な
か
ま
/
け
ん
か
も
す
る
け

ど
/
み
ん
な
な
か
よ
し
/
み
ん

な
で
た
の
し
く
あ
そ
ぼ
う
/
み

ん
な
な
か
よ
し
〈
四
番
ま
で
あ

り
ま
す
〉

こ
れ
で
、
わ
た
し
た
ち
の
学

級
さ
わ
や
か
組
の
し
よ
う
か
い

を
終
わ
り
ま
す
。

‘' 

' 

A 
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唱e. 
l. 

川
内
公
園

清
掃
ボ
ラ
ン
一
マ
ア

九
月
十
四
日
、
川
内
公
園
の

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
と
も
し
び
会
が
そ

の
設
立
当
初
(
昭
和
四
十
四
年
)

以
来
続
い
て
い
る
行
事
で
、
年

二
回
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。当

日
は
、
と
も
し
び
会
員
三

、、‘十
八
名
が
参
加
し
、

ご
み
拾
い
、
草
刈
り

な
ど
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。最

近
は
、
釣
り
場

と
し
て
吹
上
池
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
た
め
、
ご
み
の
中

に
つ
り
糸
や
つ
り
針

な
ど
が
多
く
混
じ
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

心
な
い
釣
人
の
捨
て

た
ご
み
に
よ
り
、
野
鳥
た
ち
が

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
ご
み
は
、

か
な
ら
ず
持
ち
帰
る
と
い
う
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す。
清
掃
作
業
終
了
後
に
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
よ
り
ジ
ュ
ー
ス

が
参
加
者
に
配
ら
れ
、
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
厳

し
く
、
作
業
も
た
い
へ
ん
で
し

た
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

砂文化祭不用品・手作り品販売‘

11月10日(日) 1回目… 9時30分より

2回目・・・12時30分より

色々お世話になり感謝しています。

砂えひめ婦人大会(県民文化会館)‘ 11月19日伏)

砂会員研修旅行(秋の宮島)‘ 11月23日出祝日午前8時出発

砂11月EMボカシづくり‘ 11月24日午後 7時30分~

ベっぴんしゃんも作れます。

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

1枚の

~n [i] 
ムJ

. 
e 

こ
の
写
真
は
、
製
縄
工

場
の
写
真
で
す
。

製
縄
業
は
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
や
紙
袋
な
ど
の
出
現

に
よ
り
、
縄
の
需
要
が
激

減
し
た
た
め
、
昭
和
五
十

年
代
に
は
す
べ
て
廃
業
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。



口年金口国保 口募集口週間

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
一

・

.

-

就
業
希
望
女
性
の
た
め

厚
生
省
は
こ
の
ほ
ど
兵
庫
県
一
%
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
①
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う

圃

一
を
除
く
全
国
八
十
万
人
を
対
象
一
な
お
、
六
十
五
歳
以
上
の
単

一

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
一

回
の

技

術

講

習

会

一
に
し
た
「
平
成
七
年
度
国
民
生

一
独
世
帯
で
み
る
と
、
公
的
年
金
・
一
み
や
か
に
警
察
に
届
け
「
事
一
口
内
容

-

一
活
基
礎
調
査
の
概
況
」
を
発
表
一
恩
給
所
得
は
総
所
得
の
六
四
・
一
故
証
明
書
」
を
も
ら
い
ま
す
。
一
①
ワ
ー
プ
ロ

四
国

民

年

金

制

度

推

進

一

し

ま

し

た

o

一
一
%
に
も
な
り
ま
す
o

一
②
国
保
ヘ
届
け
ま
し
ょ
う
一
②
販
売
事
務

-
月
間
に
つ
い
て
一
調
査
結
果
を
見
る
と
、
平
成
一
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
一
警
察
で
事
故
証
明
書
を
も
一
口
問
い
合
わ
せ
先

十
月
及
び
十
一
月
は
、
「国
民
一
六
年
の
高
齢
者
世
帯
の
平
均
所
一
「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
で

一

ら

っ
た
ら
、
必
ず
国
保
へ
「
第
一
日
時
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し

年
金
制
度
推
進
月
間
」
で
す
。
一
得
金
額
は
三
三
二
万
二
千
円
で
、
一
は
公
的
年
金
の
基
盤
と
な
っ
て

一

三

者
に
よ
る
傷
病
届
」
を
出
一
い
こ
と
は
、
愛
媛
県
女
性
職

期
間
中
は
、
県
・
社
会
保
険
事
二
則
年
に
比
べ
て
十
二
万
二
千
円
一
い
る
国
民
年
金
の
仕
組
み
ゃ
内

一

し

て

く

だ

さ

い

。

一

業

セ

ン

タ

ー

ま

で

お

問

い

合

務
所
・
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
一
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
容
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
一
※
必
要
な
も
の

一

わ
せ
く
だ
さ
い
。

て
住
民
の
皆
様
に
国
民
年
金
制
一
こ
の
高
齢
者
所
得
の
う
ち
、
一
き
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
一
・
保
険
証
・
印
か
ん
一
宮

9
2
3
・
2
2
0
1

度
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
一
公
的
年
金
及
び
恩
給
は

一
八

二

一

な

く

、

障

害

ま

た

は

死

亡

に

よ

一

・

事

故

証

明

書

他

一

回
f
A

国
私
の
ま
ち

て
い
た
だ
く
た
め
、
県
下
各
地
一
万
九
千
円
で
、
全
体
の
五
五
・

一一

り
所
得
の
損
失
の
あ
っ
た
若
年

一
③
治
療
を
受
け
た
ら
・
:

一
圃

1
圃
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

で
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
一
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
前
一
一
層
・
中
高
年
層
に
対
し
て
も
年
一
病
院
で
保
険
証
を
窓
口
に
提
一

一圃

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
一
年
に
比
べ
て
七
万
四
千
円
増
え
、
一
金
を
支
給
し
て
安
定
し
た
生
活

一

出
す
れ
ば
国
保
に
よ
る
治
療

一
口
テ
ー
マ

人
口
の
高
齢
化
が
加
速
を
続
け
一
初
め
て
五
五
%
を
超
え
ま
し
た
。
一
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
一
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む

る
現
在
、
若
い
世
代
か
ら
公
的

一

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
の
中
で
、
一
広
報
活
動
を
実
施
す
る
も
の
で
一
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一

人
々
の
活
動
、
ま
ち
、
つ
く
り

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
一
公
的
年
金
・
思
給
が
総
所
得
こ

一
す

。

一

コ

リ

U
1」
因
果
へ
届
ナ
出
る
一
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

-
一

i

二
注
意
/
一
ぺ
、
日
l

る
こ
と
は
安
心
し
て
第
二
の
人
一
占
め
る
割
合
が

一
O
O
%
の
世
一
月
間
中
に
役
角
で
『
国
民
年

一
日

は

じ

前

l

力

害

者

か

一
ま
ち
の
表
情
、
ま
ち
を
舞
台

生
を
過
ご
す
た
め
、
ま
た
充
実
一
帯
は
、
五
0
・
0
%
と
な
っ
て
い
一
金
』
の
文
字
を
見
か
け
た
ら
、
一
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
一
と
し
た
人
々
の
生
活
・
活
動

し
た
老
後
を
お
く
る
た
め
の
所
一
ま
す
。

一
ご
家
族
・
友
達
同
士
で
国
民
年
一
示
談
を
す
ま
せ
て
し
ま
う
と

国

一

が

テ

l
マ
で
す
。

得
保
障
と
し
て
の
公
的
年
金
制
一
ち
な
み
に
公
的
年
金
・
恩
給
一
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ

一
保
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
一
例
と
し
て
は
:
・

度

に

対

す

る

関

心

が

高

ま

っ

て

一

、

が

総

所

得

の

六

O

%

以

上

を

占

一

さ

い

。

一

り

ま

す

o

-

一
・
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
「
ま

い

ま

す

。

一

め

る

高

齢

者

世

帯

は

七

一・

五
一

一

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保

一
ち
」
「
ひ
ろ
ば
」
「
街
路
」

A 

‘a 

ト

.〈

"， 

• 



宇佐金二舎、
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-
う
る
お
い
と
に
、
ぎ
わ
い
の
一
し
て
い
な
い
作
品
に
限
り
一
づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
標

あ
る
「
シ
ヨ

y
ピ

ン

グ

ス

一

ま

す

。

一

語

募

集

係

2
0
3
・
3
2

ト
リ

l
ト

」

一

④

応

募

作

品

は

返

却

し

ま

せ

ん

。

一

6
2
・
3
4
9
1

-
緑
あ
ふ
れ
る
う
る
お
い
の
一
⑤
作
品
の
裏
に
は
、
題
名
、
撮
一
口
応
募
要
項

あ

る

「

ま

ち

」

一

影

場

所

(

圏

内

に

限

る

)

、

一

①
ハ
ガ
キ
に
よ
る
応
募
に
限

・
私
の
ま
ち
の
「
ラ
イ
ト
一
撮
影
年
月
日
、
作
品
の
意
一
り
ま
す
。
一
人
何
点
で
も

ア

ッ

プ

」

一

図

、

氏

名

、

年

齢

、

性

別

、

一

応

募

で

き

ま

す

が

、

ハ

ガ

・
歩
き
や
す
い
、
緑
の
あ
る
一
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
一
キ

1
枚
に
つ
き
作
品
は

1

「

街

路

」

一

(

学

生

の

場

合

は

学

校

名

、

一

点

限

り

と

し

ま

す

。

-
ま
ち
の
中
の
く
つ
ろ
、
ぎ
、
一
学
年
)
を
明
記
。
一
②
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、

い
こ
い
の
「
広
場
」

一
口

発

表

・

賞

一

年

齢

、

性

別

、

職

業

(

ま

な
ど

一

平

成
9
年
6
月
、
入
賞
者
に
一
た
は
学
校
名
・
学
年
)
、
応

口

送

り

先

一

直

接

通

知

す

る

。

賞

は

、

建

一

募

部

門

を

必

ず

明

記

す

る

干

1
1
3

東
京
都
文
京
区
一
設
大
臣
賞
ほ
か
多
数
あ
り
。

一

こ
と
。

本
郷
2
丁

目

日

番

目

号

一

一周

一
口
発
表
・
賞

社
団
法
人
日
本
交
通
計
画
協
一

回
ま

ち

づ

く

り

標

語

一

平

成

9
年
5
月
、
入
賞
者
に

会
内
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
一

回
懸

賞

募

集

一

直

接

通

知

す

る

。

賞

は

、

建

テ
ス
ト
」
事
務
局

8
0
3
・

↑

口

テ

ー

マ

一

設

大

臣

賞

ほ

か

多

数

あ

り

。

3
8
1
6
・
1
7
9
1

一

魅

力
あ
る
ま
ち
ゃ
つ
く
り
を
す

一

¥
l
i
l
-
-
/

口

締

切

一

，

A9
め

、

愛

着

と

誇

り

の

も

て

一

貝

盟

問

J
E

平
成
9
年
1
月
白
日

一

る

わ
が
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
一
/
九

3
E
l
v
¥

口

応

募

要

項

一

く

た

め

の

合

言

葉

を

考

え

て

一

.

ー

①
サ
イ
ズ
は
白
黒
、
カ
ラ

l

一

く

だ

さ

い

。

一

園
山
川
月

1
日

1
叩
日

プ

リ

ン

ト

(

ス

ラ

イ

ド

、

一

口

募

集

期

日

一

圃
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

組
写
真
を
除
く
)
で
、
キ
ャ
一
平
成
8
年
ロ
月
白
日
ま
で

一「
あ
な
た
の
力
社
会
に
生
か
す

ビ
、不

判

以

上

か

ら

四

ツ

切

一

口

送

り

先

一

パ

ー

ト

で

生

か

す

」

り

ま

で

一

〒

1
0
2

東
京
都
千
代
田
一

一圃

'

②

一

人

何

点

で

も

可

一

区

紀

尾

井

町

3
の
3
2

一
回
目
川
月
刊
日

i
v日

③

未

発

表

ま

た

は

他

に

応

募

一

例

都

市

計

画

協

会

内

一

圃
税

を

知

る

週

間

宇
品
ゃ
っ

川内町社会福祉協議会

職員の募集について
J 

-ー

. 
品

川内町の現在の高齢化率(65歳以上)は、約22%となっており、この数値は今後急速に高くな

ることは確実です。そこで川内町社会福祉協議会では、これからの高齢社会に対応するため、

次のとおり職員(ホームヘルパー)を募集します。r.::--'

口応募資格昭和37年 4月2日以降に生まれた健康な方

口職 種ホームヘルパー(普通自動車免許必要)

口募集人員 2名

口 試験日平成 8年12月中旬

口試験内容 直接・作文

口受付期間平成 8 年11 月 15 日 ~11 月 29日まで

口問い合わせ先 川内町大字南方262番地

健康センター内 川内町社会福祉協議会 ft 966-6660 (有)5600

※試験要綱、履歴書用紙等は、社会福祉協議会事務所でお渡しします。

/ / 
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im。ど自慢大会」胡 -割田惨
.‘ “‘ 〈募集人員20名)

伴奏/力ラオケ ノ 、， 'I-' 

「 芸 能 発 表 会」12i!?面 花町民謡民舞 ・三味線 詩吟 琴
大正琴 日舞・伊予万才

ヲ1ザ即官&口ト一・ 宛冨」中央公民館駐車場

考さ
うどん綿菓子・たこやき地
陶芸品手作リ品青空甫

文化祭作品募集 11月8日-10日
一般の吉ß~絵画・書・写真・盆栽・その他 (9:00-21 :00 (10日のみ16:00))
児童生徒の音B~ 絵画・書写

川内町中央公民館他幼児の音B~絵画

-作品の搬入/11Fl6日 9 ・ 00~19 : 00 -主催/}川内町文化協会
-作t5dの展示/11月88-108の38笥 川内町教育委員会
-作品の搬出/11月10臼 16:OO~ 18: 00 -後援/川内町・川内町中央公民館

第7回会長杯バドミントン大会
口と き 11月24日旧)9:00~ ，~ミ\ー

F 、

口ところ勤労者体育センター 芯回

口試合夕、フルスのみ

口クラス 一般の部と小学生の部

口参加料一般 500円

小中学生 300円

口申込締切 11月14自体)

口問い合わせ先 体育協会事務局まで

fi966-4721有線5911

口イベント

自制ゆ映画祭」
|回「嵐を呼ぶ男」

(日活)石原裕次郎主演
13:00-

(松竹)佐田啓二主演
14:40-

「喜的悲しみ様相

-会場/川内町中央公民館大ホル
-開演113:00開演/17:25

文化講演会
-講師/せんだみつお
-演題/'出合い・触れ合い・助け合し'J… --・会場VJII内町中央公民館大ホル
-開場119:00 
-開演119:30 

d a 
舗
の
湾
ま。や県民総合文化祭

~広がれ文化の輪~
口と き 11月3日(日)文化の日 v、

口と き 11 月 2 日出~11 月 24 日(日)

大会場・入場整理券など詳細は、愛媛県生活文

化部文化振興課 fi945-6938までお問い合わ

せください。

えひめ産業文化まつり
口と き 11月23日比)・ 24日(日)

口ところ 県民文化会館・県農業試験場跡地

口内 容 ふるさと物産展・えひめの食と文化展

ふるさと市コーナーなど

口ところ河之内問屋 三，
尽き空宇こ空f)tlキ!日 h之手ス
リ石市<t!. d l，、:') YlG想苧r

j 間)機:れ
(滝口発〉
11時00分、l3時00分

口もよおし もちまき、俳句会、おたのしみ抽選会

農産物即売会など

A 
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口有親電話異動口ごみ収集日程口戸籍の窓

• a〆

イ木 止
(品茶

《 t瀬堂

ヲミ美
2場代
9 ~子

=川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ (9月中)=
| Al一一 退

小中 浜 横 佐土 酒横
之 1難 j難

f曽町 中田 伯谷 井田
5 5 ~ 2 5 ~ 
5寿 9功 2重 9富“
7 61  6 
8 司 7 泊 1友 5男

宮 966-4989有線3130口清掃センター11月ごみ収集計画表

00000 ちえI~ごみ 00000

収集曜日 月又 集 地 域 収集日又は収集変更日

東谷 ・西谷(井内を除く)
11月4日(月)を

土谷・滑)11・天神・鳥の子 ・横灘団地
毎 t一一示一一一 11月5日(火)に収集

井内

し-~-_.._--全--- 北方・南方
変更なしーーーーーーーーーー-ー一一一一一「一一一一『冒〒ーーーー・ー・------ーーーーーーーーーーーーーー

週
火 奥松瀬川

水 ・土
日IJ松瀬川1(鳥の子を除く) 11月23日(土)を
町筋(天神を除く) 11月22日(金)に収集

xxxxxちえ，渇:いごみ・有資源ごみ xxxxx

収集地域 ! ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 有 資 源 ご み

東奇 ・西告(井内を除く)
11月11日(月) 11月25日(月) 11月18日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 11月12日(火) 11月初日(火) 11月19日(火)

前松瀬)11(鳥の子を除く)
11月13日(水) 11月27日(水)

町筋(天神を除く) 11月20日(水)

井内・土谷・滑川 11月14日(木) 11月28日(木)

圏
直面
宣
園

す
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

{呆 市
{主

免 土着 所

キ目 杉
f呆

原 原
言要

主失
者

次 豊

~σ1ノノやあ 徹5 名

花か 也ゃ 前

8 8 
生

9 8 年
月

10 31 日

女
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

主山主 土 天 f呆 日 刀t 市
住

森 之

堂 Ih コt 坂 神 免 上 里子 場
所

奥 大
藤原

束 堀 近 里子 渡 前
氏キす 西 キす 内 藤 口 音日 回

政 ]:; 
近 四 五 健 敬 光 喜

紀昭 名
尋 自日 白日 子 雄 進 夫

73 75 82 64 67 88 87 78 55 年
齢

8 8 8 8 8 8 8 8 8 死
亡

9 9 9 9 9 9 9 9 9 年
月

23 21 20 15 17 14 7 3 1 日

奥村
大

藤原 東 堀 近 里子 渡 前
世

西 キナ 内 藤 口 音日 田
政 ム日レ己 多 寸Tま官オム

近尋 四 五 健 敬 義 公 喜
紀昭 主

自日 自日 子 員リ r台 夫
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一、II 11月12日側

~3 時
ー ------ーーーー・ー』峰 崎 骨~ ~ ~ 司有田 ーー

B I 11月14日(木)

C 午後2時

G i ~3 時

口働きざかり鍵康講鹿口予防接種口乳幼児健診

働きざかり健康講座 I 
砂 日時毎週金曜日午後 7 時30分~9 時 砂場所健康センタ-2陪

回 実施B I フ幽 マ スタッフ

11月 1日
『あなたの食生活チェック』 栄養士河端千津子

一体脂肪を計ってみましょう 保健婦永野洋子

2 11月8日
「尿の異常に気づいてますか?J 

国立病院がんセンター

泌尿器科医長
一前立腺肥大症も含めて一

住吉義光先生

3 11月15日
『運動してますか?J 

愛媛+全医療学院

理半療法士
一健康体操

藤原雅弘先生

4 11月22日
「ストレスと上手につきあおう』

県精神保健福祉センター
ーおつきあいもほどほどに(1)一

所長一 トー

5 11月29日
『ストレスと上手につきあおう』

青木員策先生
ーおつきあいもほどほどに(2)

対象児と注意事項

1 歳~7 歳 6 カ月の者

*百日ぜきにかかったこ

とのある方は二種混合

(ジフテリア ・破傷風)

を受付で申し出て受け

てください。

3 カ月 ~ 4 歳の者

* 2日後、ツベルクリン

反応判定をします。

3 カ月 ~ 4 歳の者

*ツベルクリン反応で、

陰性と判定された者の

み実施します。

1 歳 6 カ月 ~7 歳 6 カ月

乳幼児健診 l 
.3歳児健診

砂日時 11月11日(月)

受付 : 午前1 0時~10時30分

砂場所健康センタ-2階

砂対象児 平成 5 年 7~9 月生まれの幼児

砂内容身体測定、小児科診察、歯科診察

保健指導(栄養、歯科)

砂持参品母子健康手帳

アンケート(事前に送付します)

-もぐもぐ教室
砂日時 11月26日ω

1 の者

午前 9 時30分~ 1 1 時

砂場所健康センタ-2階

風 *MM R (風疹 ・麻疹 ・
11月26日ω おたふくかぜ)を受け

午後 2時 ている方は、接種する

~3 時 必要ありません。
疹 *原則として、麻疹予防

接種後に接種してくだ
さし、。

砂場所健康センター 2階

砂持参品 母子健康手帳、体温計

| 予防接種 I 

A 

砂対象者平成 8 年 5~7 月生まれの乳児
と母親

惨内 容 「離乳食の進め方について」

栄養士の話と調理実習

身体計測、発達チェック

砂持参品 母子健康手帳 ・工プ口ン

-乳幼児相談
砂 日時毎週水曜日午前 9 時~ 1 2時
砂場所健康センター 1階

砂持参品 母子健康手帳

砂内容身体測定、育児相談



口当番医 口健康相談巴健康講座口臨部・前立腺検診口献血

1月の当番医 I 

[診療時間]

午前 8時30分

午後 5時30分

一一←|一一一一住一一一一所一一一一十!一電一話一番一一号一一一

重信町牛浜IJ 964-2200 

重信町志津川 964-1188 

|川内町南方 966-2226 

重信町志津川 964-1234 

川内町北方 966-2066 

重信町横河原 964-2411 
一一一，

、，

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

前

9
時
j
ロ
時

V
場

所

健

康

セ

ン

タ

ー

1
階
運
動
指
導
室

-
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
回
目
一
羽
目
…
即
日
岡
市
持
官

精
神
的
に
不
安
定
だ
っ
た
り
、
お
年
寄
り
の
痴
呆
等
の
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

V
日

時

什

月

8
日
働
午
前
9
時
泊
分
j
ロ
時

V
場
所
健
康
セ
ン
タ
ー
及
び
家
庭
訪
問

-
リ
ハ
ビ
リ
圏
一
見
守
必
要
で
す
の
で
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く

理
学
療
法
士
に
よ
る
機
能
回
復
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
o

v
日

時

毎

週

水

曜

日

午

後

1
時
j
3
時

V
場

所

ガ

リ

ラ

ヤ

荘

-lI~j転車ùf~
-
い
き
い
き
健
康
講
座

『
み
ん
な
で
歩
こ
う
:
・
秋
』

講
師
/
十
全
医
療
学
院

中

川

仁

志

先

生

........ 
I墨田

所時

日
月
辺
日
働
午
後
1
時
羽
分
j
3
時

健
康
セ
ン
タ
ー

2
陪

11月8日(金)
iz--由→寸

12: 30~ 14: 30 
健康センター

午後 1 時~3 時



く亘立〉

塩ケ森の鉄塔

.備

、電

電
力
・
電
波
の

要

衝

川
内
町
に
は
発
電
所
や
変
電
所

が
あ
る
た
め
、
電
力
線
の
鉄
塔
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
電

力
の
鉄
塔
に
混
じ
っ
て
最
近
塩
ケ

森
の
中
腹
に
鉄
塔
が
あ
い
つ
い
で

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

3
っ
と
も
携
帯
電
話

の
中
継
局
の
鉄
塔
で
す
。
ま
た
、

塩
ケ
森
に
は
、
こ
の
ほ
か
放
送
局

の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
中
継
局
が

頂
上
附
近
に
ま
と
ま
っ
て
建
設
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
公
共
電
波
の
ア

ン
テ
ナ
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に

H

中
継
局
銀
座
H

で
あ
り
ま

す。
川
内
町
は
今
、
高
速
自
動
車
道

川
内
イ
ン
タ
ー
の
開
通
、
バ
イ
パ

ス
の
開
通
な
ど
に
よ
り
ニ
父
通
の

要
衝
ο

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同

じ
よ
う
に
電
力
に
つ
い
て
も
、
電

波
に
つ
い
て
も
川
内
町
は
、
そ
の

H

要
衝
H

と
な
っ
て
い
ま
す
。

A 

.-‘』〆

いよいよ粗葉シーズンが近づいてきました

が、来I葉も山の上からはじまっています。

河之内の唐岬の滝は、標高が900m余りあ

リ、里よりも組葉シーズンが早く訪れます。

この唐岬の滝周辺に10本ほどのシラ力パが

ひっそり色づいています。以前は100本余り

ありましたが、枯れたりして現在、 10本余り

しか現存していません。

シラカパの幹の白色に黄色の葉が美しいコ

ントラストを見せています。

気になる

シラカノミ--・〆


